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取
材
前
日
、
台
風
８
号
が
関
東
上
陸
の
予
報
で
し
た
。
大
雨
で
も
台
風
で
も
大

雪
で
も
就
業
す
る
と
い
う
「
株
式
会
社
い
な
げ
や
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
」
を
訪
ね

ま
し
た
。
「
林
ハ
ウ
ス
」
と
「
西
狭
山
ヶ
丘
ハ
ウ
ス
」
の
２
か
所
が
あ
り
、
液
肥

に
よ
る
水
耕
栽
培
の
キ
ュ
ウ
リ
専
門
の
温
室
ハ
ウ
ス
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂

な
ど
が
お
も
な
出
荷
先
で
す
。
訪
ね
た
「
林
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
会
員
12
名
の
う
ち

毎
日
６
名
の
シ
フ
ト
で
就
業
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
関
口
睦
子
さ
ん
、
荒
巻
睦

美
さ
ん
、
坂
本
玉
栄
さ
ん
、
渡
辺
貴
美
世
さ
ん
の
女
性
４
名
と
内
岩
秀
治
さ
ん
、

猪
狩
吾
朗
さ
ん
の
男
性
２
名
が
就
業
日
で
し
た
。 

キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
は
、
雑
菌
を
嫌
う
た
め
ハ
ウ
ス
入
口
で
ス

リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
て
入
室
し
ま
す
。
ま
た
ハ
ウ
ス
内
は
室
温

25
℃
、
湿
度
50
％
く
ら
い
で
管
理
さ
れ
て
い
て
、
熱
中
症
対

策
の
た
め
冷
却
材
の
入
っ
た
「
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
」
を
着
用
し
て

い
る
方
も
い
ま
し
た
。 

キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
は
、
「
25
㎝
以
上
で
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
」

と
厳
し
い
規
格
が
あ
り
、
そ
の
目
安
と
な
る
25
㎝
の
測
定
棒
を

片
手
に
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

就
業
は
朝
８
時
か
ら
10
時
ま
で
の
２
時
間
、
農
産
物
の
収
穫

作
業
で
す
の
で
年
中
無
休
で
す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
い
の

で
就
業
の
調
整
が
つ
け
や
す
く
て
人
気
な
の
だ
そ
う
で
す
。
就

業
終
了
後
に
お
願
い
し
た
集
合
写
真
は
食
品
を
扱
う
現
場
な
の

で
マ
ス
ク
は
着
用
し
た
ま
ま
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
表
情
は

明
る
く
健
康
的
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
キ
ュ
ウ
リ
収
穫
作
業
は

「
姿
勢
」
が
良
く
な
る
ん
だ
そ
う
で
す
。 

 

「
み
ん
な
仲
良
し
で
明
る
い
職
場
」
「
キ
ュ
ウ
リ
大
好
き
」

な
「
林
ハ
ウ
ス
」
の
み
な
さ
ん
で
し
た
。
ハ
ウ
ス
責
任
者(

水
耕

栽
培
ユ
ニ
ッ
ト
長)

粕
谷
恵
美
子
さ
ん
か
ら
は
、
「
収
穫
の
見
落

と
し
も
少
な
く
、
み
な
さ
ん
優
秀
で
す
」
と
好
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (

文
・
田
口 

写
真
・
黄
地) 

（地区紹介） 

ハウス責任者 粕谷さん 
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平
成
25
年
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、

５
名
程
で
し
た
が
、
現
在
は
20
名
余

り
の
会
員
が
就
業
し
て
い
ま
す
。 

 

借
り
て
い
る
農
地
は
数
ケ
所
あ
り

ま
す
が
、
三
ケ
島
地
区
・
西
狭
山
ヶ

丘
二
丁
目
が
本
拠
地
と
な
っ
て
お

り
、
第
一
農
園
で
は
短
期
に
生
育
す

る
野
菜
を
作
り
直
売
所
で
販
売
。
第

二
農
園
で
は
里
芋
や
馬
鈴
薯
等
の
収

穫
ま
で
期
間
が
掛
か
る
作
物
を
。
第

三
農
園
で
は
菜
種
や
切
り
花
に
な
る

百
合
等
を
。
ま
た
、
中
富
の
広
大
な

畑
で
は
小
麦
を
生
産
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
で
は
野
菜
の
生
産
販
売
の
他

に
個
人
や
所
沢
市
か
ら
の
委
託
で
、

遊
休
農
地
の
草
刈
り
等
の
管
理
作
業

も
あ
り
、
地
域
貢
献(

地
域
農
家
の
手

助
け)

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
富
麦
畑
の
小
学
生

の
麦
踏
み
は
こ
こ
二
年
休
止
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
収
束
後
は
復
活
さ
せ

て
子
供
達
に
農
業
を
体
験
し
て
ほ
し

い
。
シ
ル
バ
ー
の
地
粉
を
使
っ
た
う

ど
ん
作
り
の
講
習
を
し
た
い
等
、

色
々
と
今
後
の
計
画
を
立
て
て
い
る

そ
う
で
す
。 

 
最
後
に
お
二
人
の
互
い
の
印
象
を

伺
う
と
五
十
嵐
さ
ん
の
こ
と
を
「
き

ち
っ
と
し
て
い
て
、
細
や
か
で
、
真

面
目
な
方
で
す
」
と
。
越
阪
部
さ
ん

の
こ
と
を
「
今
ま
で
や
っ
て
来
た
こ

と
を
生
か
し
て
く
れ
る
存
在
で
す
」

と
の
事
。
五
十
嵐
さ
ん
が
説
明
し
て

く
だ
さ
っ
た
営
農
発
足
の
資
料
や
安

全
安
心
な
野
菜
作
り
に
関
す
る
デ
ー

タ
、
作
業
予
定
表
、
販
売
実
績
表
等

を
拝
見
し
、
納
得
。
越
阪
部
さ
ん
は

市
役
所
農
政
課
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

と
の
事
で
、
今
も
生
き
て
い
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
や
り
た
い
こ
と
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
存
在
な
の

で
す
ね
。 

 

暑
さ
寒
さ
の
中
で
の
畑
作
業
は
大

変
で
も
、
苦
労
は
楽
し
み
や
面
白
み

で
も
あ
る
と
の
事
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   (

文
・
竹
内) 

 

営
農
グ
ル
ー
プ
が
所
沢
市
か
ら
の

依
頼
で
管
理
を
し
て
い
る
、
旧
市
立

第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
横
の
用
地

(

中
富)

で
、
隣
接
す
る
市
立
か
し
の

木
学
園
と
松
原
学
園
の
子
供
達
が
コ

ス
モ
ス
の
種
蒔
き
を
し
ま
し
た
。 

 
６
月
30
日
、
梅
雨
の
止
み
間
の
曇

り
空
、
種
蒔
き
に
は
最
適
な
天
候
。

営
農
グ
ル
ー
プ
が
丁
寧
に
耕
し
、
溝

を
作
っ
た
所
に
子
供
達
が
種
を
パ
ラ

パ
ラ
と
蒔
い
て
歩
き
ま
す
。
ふ
か
ふ

か
の
土
の
上
は
、
と
て
も
気
持
ち
が

良
さ
そ
う
で
し
た
。
緑
の
芽
が
列
を

 

営
農
グ
ル
ー
プ
が
栽
培
し
た
所
沢

産
小
麦
を
使
用
し
た
シ
ル
バ
ー
ブ
ラ

ン
ド
所
沢
小
麦
粉
・
所
沢
う
ど
ん

が
、
所
沢
観
光
情
報
・
物
産
館(

よ
っ

と
こ)

で
、
特
産
品
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
所
沢
の
美
味
し
い
も
の

の
仲
間
入
り
で
す
。   (

文
・
竹
内) 

独
自
事
業 

 
 
 

営
農
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
信 

学
園
の
子
供
達
が 

 
 
 
 
 
 

コ
ス
モ
ス
の
種
蒔
き 

所
沢
小
麦
粉 

・ 

所
沢
う
ど
ん 

   

Ｙ
Ｏ
Ｔ -

 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
で
も
販
売 

シルバー営農の活動 

な
し
、
蕾
が
出
来
て
花
が
咲
い
て
く

る
様
子
も
、
お
散
歩
し
な
が
ら
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
秋
の
花
摘
み
も

楽
し
め
ま
す
ね
。 

 

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
も
、
コ
ス

モ
ス
い
っ
ぱ
い
の
景
色
を
眺
め
に
、

お
出
掛
け
に
な
っ
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。 

 

シ
ル
バ
ー
の
独
自
事
業
と
し
て
始

め
ら
れ
た
営
農
グ
ル
ー
プ
に
つ
い

て
、
リ
ー
ダ
ー
の
五
十
嵐
保
さ
ん
と

参
事
の
越
阪
部
孝
夫
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。 
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おしえて！あなたの「ありがとう」体験談 

アンケートQ＆A（第二弾） 

「つどいの樹」No154に掲載したアンケートQ&A、好評により第二弾をお送りします。 

アンケートでは様々なコメントも寄せられ、一番多かったのは「ありがとう」という感謝のコメント、

就業することで配分金がもらえる嬉しさ、また社会との繋がりへの感謝など、今も続くコロナ禍で、会

員の皆様の心温まる言葉は、地域社会が元気になる何よりのスパイスです。 

では、今回のQ&Aはこちらの3つです・・・ 

 Ｑ１．シルバーの就業は「清掃」が多い。関連機関と連携し就業先の開拓ができないか。 

  Ａ． シルバーは、就業する会員の「健康づくり、生きがいづくり」等を目的に、軽易で    

    短期的な、どなたでもできる内容を開拓しています。市や関連機関にも出向き、健康 

    で安全な就業内容を担せていただき、市内各所の公共施設等の受付・窓口業務など、 

    清掃以外の就業もあります。 

     農作物を作る営農事業や、会員手作り品の販売、派遣事業 

    もあり、多様な就業内容に対応しています。 

     また、地域に「こんな仕事がある」など情報がございまし 

    たらセンターまでお知らせ下さると嬉しいです。   

 Ｑ２．会員同士の繋がりが少なく、交流がほしい。 

  Ａ． センターには会員親睦組織「悠和会」があり、様々な活動に取り組んでいます。 

    例年、会員親睦旅行や野球観戦、ボランティア清掃など年間を通じて開催しています 

    が、新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、現在休止しています。 

     また、会員による多種多様なサークル活動もありますが、こちらも休止をしています  

    少しでもコロナ感染の状況が収まり、社会情勢等の活動が再開できるようになりまし    

    たら、皆様に参加していただけるようお知らせして参ります。    

 Ｑ３．スマホやタブレット、植木剪定講座やサポート事業などの研修会をしてほしい。 

  Ａ． 今や現代社会でスマートホンやタブレット(PC端末)などの活用は欠かせません。 

    センターでもSMS(携帯電話ショートメールサービス)を活用したお知らせや、電話連 

    絡が取れない方へのメッセージなどで活用しています。ますます進化する通信機器で 

    すが、皆様の生活や就業に役立つスマホの使い方が分かると、もっと楽しくなります 

    ね。コロナ感染の収束を踏まえ、センターでは、皆様に役立つ研修会等ができるよう 

    準備をしていますので、いましばらくお待ちください。 

                                   (会員活動委員会) 

会員へのアンケート調査から 

みんなが笑顔になれる「ありがとう」の体験をおしえて下さい。 

あのとき言われた「ありがとう」が嬉しかった、とか・・・ 

あの「ありがとう」で癒されたー、など・・・ 

書面にして送って下さい。できる限り100文字以内 (メール・FAX可) 

「つどいの樹」等でご紹介したいと思います。会員番号・お名前も書いてくださいね。 

メールtokorozawa@sjc.ne.jp    FAX04-2924-0630 

。 
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小手指発 

(地区紹介) 

事
者
が
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
行

い
会
員
の
結
束
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
。 最

近
の
活
動
は
映
画
鑑
賞
会
、
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
通
り
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
特
に
セ
ン
タ
ー
が
小
手
指
町
１

丁
目
に
移
転
し
た
の
を
契
機
に
近
傍

へ
の
セ
ン
タ
ー
の
宣
伝
と
地
域
貢
献

の
一
助
と
し
て
毎
月
第
１
月
曜
日
に

清
掃
活
動
を
始
め
た
。 

小
手
指
地
区
会
員
を
中
心
と
し
て

約
20
名
前
後
の
有
志
に
よ
り
３
年
目

の
活
動
に
入
っ
て
い
る
。
地
域
の

方
々
に
、
大
変
、
感
謝
さ
れ
て
い

る
。   (

14
班
班
長 

金
澤 

紀
秋) 

よ
う
に
仮
想
し
て
し
ま
う
。
食
べ
物

の
思
い
出
は
主
と
し
て
、
か
て(

ほ

う
れ
ん
草
、
茄
子
、
大
根)

、
ゆ
ず

の
薬
味
を
添
え
た
う
ど
ん
。
お
や
つ

は
焼
き
餅
、
焼
き
団
子
、
ゆ
で
饅
頭

な
ど
。
夏
の
総
菜
は
茄
子
の
油
み

そ
、
胡
瓜
も
み
な
ど
を
毎
日
食
べ

た
。
昭
和
45
年
西
所
沢
駅
と
狭
山
ヶ

丘
駅
の
間
に
小
手
指
駅
が
誕
生
し

た
。
そ
れ
か
ら
の
発
展
は
目
を
み
は

る
ば
か
り
。
小
手
指
に
住
ん
で
「
コ

テ
ユ
ビ
チ
ョ
ウ
の
道
を
教
え
て
下
さ

い
」
は
な
く
な
っ
た
。
畑
の
面
積
も

少
な
く
な
り
建
物
が
密
集
し
て
い
る

が
ほ
ん
の
少
し
過
去
を
振
り
返
っ
て

下
さ
い
。 (

10
班
班
長 

小
達 

隆
治)  

小
手
指
の
地
名
は
野
原
に
咲
い
た

野
ば
ら
の
刺(

と
げ)

で
小
手
を
刺
し

た
の
が
由
来
と
さ
れ
て
い
る
。 

歴
史
的
に
は
、
足
利
・
新
田
の
軍

勢
が
幕
府
軍
と
戦
っ
た
小
手
指
ヶ
原

古
戦
場
が
あ
り
、
幕
府
軍
が
敗
走
し

た
の
が
鎌
倉
街
道
だ
。 

今
で
も
白
旗
塚
か
ら
ず
っ
と
広
が

る
小
手
指
ヶ
原
を
眺
め
る
と
、
子
供

の
頃
桑
摘
み
を
し
て
冬
枯
れ
て
残
っ

た
桑
の
枝
が
、
槍
で
林
立
し
て
い
る

人
口
急
増
と 

 

歴
史
遺
跡
に
囲
ま
れ
た
小
手
指 

当
地
区
は
昭
和
40
年
～
50
年
代

に
移
り
住
ん
だ
人
た
ち
で
人
口
が
急

増
し
た
市
内
最
大
の
行
政
区
。
ま

た
、
当
地
域
は
歴
史
散
歩
に
は
う
っ

て
つ
け
の
多
数
の
歴
史
遺
跡
に
恵
ま

れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。 

小
手
指
の
昔
を
振
り
返
る 

地
区
組
織
の
概
要 

小
手
指
地
区
シ
ル
バ
ー
組
織
は
、

16
班
で
構
成
さ
れ
、
会
員
数
３
２
１

名
の
大
所
帯
で
す
。 

地
域
活
動
の
状
況 

地
域
活
動
の
抱
負 

班
長
さ
ん
を
大
切
に
会
議
で
は

「
お
茶
は
で
な
い
が
野
菜
が
出
る

よ
」
日
頃
の
活
動
の
お
礼
と
し
て
旬

の
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。

会
員
向
け
の
つ
ど
い
の
樹
の
配
布
な

ど
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
班
長

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

        (

地
区
長 

阪
口 

俊
治) 

(

イ
ラ
ス
ト 

阪
口 

俊
治) 

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

秋
の
懇
談
会
を
中
心
と
し
て
、
公

民
館
文
化
祭
で
の
焼
き
芋
販
売
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
西
武
球
場
野
球

観
戦
な
ど
開
催
し
て
い
た
。
特
に
焼

き
芋
販
売
は
、
地
区
委
員
の
営
農
従

 地区長 

阪口 俊治 

 副地区長 

小須田 信一 

   １ 班 

古賀 保文 

   ２ 班 

陸門 英治 

   ３ 班 

遠藤 喜一郎 

    ４ 班 

二ツ木 晴保 

５ 班 

北島 敏男 

  ６ 班 

小林 勲 

７ 班 

鈴木 譲治 

 ８ 班 

小須田 信一 

９ 班 

募集中 

１０ 班 

小達 隆治 

１１ 班 

後藤 文昭 

１２ 班 

山田 弥七 

１３ 班 

鈴木 正臣 

１４ 班 

金澤 紀秋 

１５ 班 

和田 敏勝 

１６ 班 

岡本 詔一郎 

小手指のマスコット 

「 こてまる 」 



(5) 2021. 10. 1 発行           シルバー所沢 つどいの樹              第155号 

 

山口発 

(地区紹介) 

狭
山
丘
陵
の
北
側
の
入
り
組
ん
だ

地
形
は
古
来
「
山
口
谷
」
と
も
呼
ば

れ
、
そ
の
中
を
一
級
河
川
の
柳
瀬
川

が
流
れ
て
い
ま
す
。 

晴
れ
た
日
に
は
、
狭
山
湖(

山
口
貯

水
池)

か
ら
西
に
富
士
山
の
雄
姿
が
、

東
に
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
遠
く

に
望
め
、
湖
の
周
辺
に
は
、
オ
オ
タ
カ

を
は
じ
め
30
数
種
類
の
野
鳥
が
生
息

し
ま
す
。 

週
末
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
も
多
く
四
季

折
々
の
自
然
は
、
こ
れ
ら
同
好
の
志
の

興
味
が
尽
き
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

最
近
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
西

武
園
ゆ
う
え
ん
ち
、
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

球
場
、
新
田
義
貞
が
鎌
倉
攻
め
の
際
、

戦
勝
祈
願
に
寄
っ
た
山
口
観
音(

金
乗

院)

等
々
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
気
軽
な
散

策
や
レ
ジ
ャ
ー
に
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

当
地
区
の
会
員
数
は
、
前
年
度
末
時

点
で
２
２
６
名(

う
ち
女
性
69
名)

で

す
。
地
区
長
、
副
地
区
長
、
班
長
で

「
つ
ど
い
の
樹
」
の
配
布
等
シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー
と
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。 昨

年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
停

滞
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
で
あ
れ
ば
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

緑
と
自
然
あ
ふ
れ
る 

 
 

 
 

 
 
 

“
や
ま
ぐ
ち
” 

・ 

春の山口貯水池 

地
区
の
活
動
な
ど 

地
区
懇
談
会 

 

セ
ン
タ
ー
役
職
員

と
地
区
会
員
の
懇
談
、
懇
親
等
。

全
地
区
会
員
に
案
内
し
50
名
余
の

参
加
が
あ
り
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

12
月
に
荒

幡
の
富
士
の
清
掃
。
近
隣
住
民
や

中
学
生
、
悠
和
会
な
ど
２
０
０
名

余
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
実
施
の
殆
ど
は
、
自
宅

を
開
放
し
て
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
会
員(

女
性
リ
ー
ダ
ー
、
前
副
地

区
長)

を
は
じ
め
、
手
料
理
な
ど
作
っ

て
応
援
し
て
頂
く
会
員
の
お
陰
で
大

変
楽
し
く
、
再
開
出
来
る
日
を
首
を

長
く
し
て
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

今
後
新
入
会
員
宅
に
担
当
班
長
等

が
ご
挨
拶
に
伺
う
こ
と
も
検
討
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

(

文
・
中
村
、
大
畠) 

地
区
文
化
祭 

延
べ
20
名
余
の
会

員
で
、
２
日
間
に
わ
た
り
、
元
料

理
人
の
会
員
を
中
心
に
、
う
ど

ん
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
コ
ー
ヒ
ー

等
の
模
擬
店
を
出
し
シ
ル
バ
ー
の

Ｐ
Ｒ
も
忘
れ
ず
地
域
貢
献
に
努
め

て
い
ま
す
。 

情
報
交
換
や
懇
親
の
場 

新
年

会
、
花
見
、
筍
を
掘
っ
て
食
す
る

会
、
暑
気
払
い(

ス
イ
カ
割
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
花
火
等)

、
秋

に
は
、
秩
父
や
奥
多
摩
方
面
な
ど

へ
の
一
泊
旅
行
や
不
定
期
で
は
あ

る
が
女
子
会
も
粛
々
と
進
ん
で
い

る
と
か
。 (

男
子
禁
制
で
残
念
） 

・ ・ 

・ 

一人とは、独りに非ず、シルバーで！ 

一緒に楽しくやりましょう。 

後列 左から 

 奥野 脩(5・8班班長)、金子 保夫(7班班長)、 

 中村 義次(10班班長)、矢口 英則(副地区長・6班班長)、 

 土井 忠男(9班班長)、 谷口 哲男(1・2班班長) 

前列 左から  

 三浦 佳子(副地区長・3班班長)、大畠 利和(地区長)、 

 川口 則男(4班班長)、 金澤 正夫(11班班長) 
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し
て
明
治
に
こ
の
地
方
が
昔
「
吾
妻

の
荘
」
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ

の
伝
承
に
よ
り
吾
妻
村
と
命
名
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
こ
の
地
域
の
特
色
と

し
て
は
鳩
峯
八
幡
社
や
長
久
寺
な
ど

の
神
社
仏
閣
が
数
多
く
点
在
し
、
ま

た
荒
幡
の
富
士
や
八
国
山
に
代
表
さ

れ
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
も
あ
り
ま

す
。 

一
度
は
登
っ
て
み
よ
う 

 
 
 
 

 
 

荒
幡
の
富
士 

 

荒
幡
の
富
士
は
明
治
32
年
に
富
士

信
仰
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
人
工
の
山

で
標
高
約
１
１
９
ｍ
。
山
頂
か
ら
は

本
物
の
富
士
を
は
じ
め
西
武
ド
ー
ム

が
目
の
前
に
見
え
ま
す
。
周
辺
は
自

然
豊
か
な
場
所
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で

楽
し
め
る
自
然
公
園
や
施
設
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。 

「
八
州
の
我
に
朝
す
る
青
葉
か
な
」  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
町
桂
月 

吾妻発 

(地区紹介) 

神
社
仏
閣
が
数
多
く
、 

 
 
 
 

自
然
豊
か
な
地
域 

吾
妻 

吾
妻
地
区
は
市
域
の
南
部
に
位
置

し
、
西
武
新
宿
線
の
線
路
を
は
じ

め
、
所
沢
街
道
・
府
中
街
道
な
ど
東

京
へ
の
動
脈
を
要
す
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
鎌
倉
や
江
戸
な
ど
吾
妻
地

区
は
い
つ
の
時
代
も
南
に
開
か
れ
た

出
入
口
に
位
置
し
栄
え
ま
し
た
。 

 

北
秋
津
、
久
米
、
荒
幡
と
い
う
３

つ
の
村
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
が
合
併

地
域
活
動
の
取
り
組
み
予
定 

 

本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に

活
動
が
出
来
ず
心
苦
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
充
分

に
取
り
な
が
ら
12
月
に
は
荒
幡
の
富

士
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
来

年
に
は
懇
親
会
な
ど
の
情
報
交
換
を

活
発
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
何
か
就
業
に
関
し
て
の
困
り

ご
と
や
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

遠
慮
な
く
私
た
ち
に
お
声
掛
け
下
さ

い
。 

吾妻地区 

 地区人口：37,267人 

  男性：18,430人 

 女性：18,837人 

  世帯数：18,237世帯 

(2021年7月31日現在) 

吾妻地区シルバー 

  会員数 223 名 

 男性 154名 就労 92名 

 女性  69名 就労 37名 

   就労率  57.8％ 

   未就労率 42.2％ 

 

地
区
体
制 

 
 
 
 
 
 

（
趣
味
） 

地
区
長 

 

吉
岡 

正
行
（
登
山
） 

副
地
区
長 

藤
原 

信
悟
（
絵
画
） 

 
 

 
 

 
 

（
兼 

北
秋
津
班
長
） 

副
地
区
長 

竹
島 

洋
子
（
社
交
ダ
ン
ス
） 

 
 
 
 
 
 

（
兼 

松
が
丘
班
長
） 

班
長 

住
吉
班 

 

栗
原 

一
男
（
マ
ー
ジ
ャ
ン
） 

久
米
班 

 

安
達 

恵
子
（
水
彩
画
） 

久
米
班 

 

中
島 

昇 

（
ゴ
ル
フ
・
畑
） 

久
米
班 

 

内
田 

好
則
（
散
歩
） 

久
米
班 

 

渡
辺 

節
男
（
散
歩
） 

松
ヶ
丘
班 

青
木 

貢 

（
書
道
・
絵
手
紙
） 

北
秋
津
班 

安
藤 

喜
一
（
ハ
イ
キ
ン
グ
） 

北
秋
津
班 

吉
川 

昇 

（
班
長
生
き
が
い
） 

北
秋
津
班 

小
笠
原 

喜
太
郎
（
ゴ
ル
フ
） 

荒
幡
班 

 

内
野 

勝
美
（
Ｇ
ゴ
ル
フ
） 

荒
幡
班 

 

須
田 

晃 

（
家
庭
菜
園
） 

荒
幡
班 

 

荻
野 

保
男
（
家
庭
菜
園
） 

前列 左から   後列 左から   

荒幡の富士 清掃ボランティア活動  

(

文
・
地
区
長 

吉
岡 

正
行) 
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来
趣
味
で
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
だ

「
ち
ぎ
り
絵
」
サ
ー
ク
ル
の
会
が
な
く

新
た
に
サ
ー
ク
ル
を
発
足
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

ち
ぎ
り
絵
は
四
季
折
々
の
草
花
や
風

景
を
、
和
紙
を
ち
ぎ
っ
て
貼
っ
て
い

く
、
な
か
な
か
根
気
の
い
る
作
業
で

す
。
秋
の
悠
和
会
会
員
作
品
展
に
は
、

少
人
数
の
会
で
す
が
、
皆
さ
ま
へ
ご
披

露
で
き
る
事
を
楽
し
み
に
作
品
を
貼
っ

て
い
ま
す
。 

№2 

理
事
・
監
事
候
補
を
募
集 

令
和
４
年
度
は
理
事
・
監
事
の
改

選
の
年
に
当
た
り
ま
す
。「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の

下
、
会
員
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
を

活
用
す
る
観
点
か
ら
、
自
薦
に
よ
り

理
事
・
監
事
候
補
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
で
き
る
の
は
会
員
歴
2
年
以

上
の
健
康
な
方
で
、
役
員
と
し
て
責

任
が
持
て
る
方
で
す
。
締
め
切
り
は

令
和
３
年
11
月
30
日(

火)

ま
で
と

な
り
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
方
は
理
事

会
に
諮
り
ま
す
。 

応
募
用
紙
等
は
会
員
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
事
務

局
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

 理
事
会
報
告 

６
月
理
事
会
＝
６
月
30
日(

水) 

 

議
案
＝
◆
新
入
会
員
の
承
認
◆
会

計
関
係
書
類
の
処
分
の
承
認
◆
規
程

の
一
部
の
改
正
の
承
認
◆
中
期
計
画

の
承
認
。 

 

報
告
＝
◆
各
委
員
会
活
動
な
ど
。 

７
月
理
事
会
＝
7
月
30
日(

金) 

 

議
案
＝
◆
新
入
会
員
の
承
認
。 

 
 
 
 

 

報
告
＝
◆
各
委
員
会
活
動
な
ど
。 

８
月
理
事
会
＝
8
月
31
日(

火) 

 

議
案
＝
◆
新
入
会
員
の
承
認
。 

 

報
告
＝
◆
各
委
員
会
活
動
な
ど
。 

ボ
ウ
リ
ン
グ
愛
好
会 

悠
和
ち
ぎ
り
絵
会 

代
表
・
筆
者 

近
藤 

ミ
ネ
子 

代
表 

米
永 
清
人 

 

筆
者 

村
山 

孝 

過
去
、
若
き

20
代
の
こ
ろ
、
夢
中

に
な
っ
て
や
っ
て
い
た
ボ
ウ
リ
ン
グ

ゲ
ー
ム
は
、
今
や
60
か
ら
80
代
の
会

員
の
皆
様
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
で
、

現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
悠
和

会
々
員
中
心
に
合
計
70
名
の
会
員
で

構
成
さ
れ
、
毎
月
一
度
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

愛
好
会
月
例
会
に
優
雅
に
、
楽
し
く
参

加
し
て
い
ま
す
。 

優
勝
者
の
他
に
約
半
数
以
上
の
方
が

賞
品
を
受
賞
し
、
日
頃
か
ら
リ
ー
グ
戦

に
参
加
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
励
ん
で
い

る
方
も
多
く
い
ま
す
。 

私
が
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
た
の
は
４

年
前
、
就
業
先
の
関
係
者
か
ら
誘
わ
れ

た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。
若
い
こ
ろ
投

げ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
、
会
員
の
皆

様
と
月
例
会
に
参
加
し
て
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

      

来
年
２
月
の
月
例
大
会
は
２
７
０
回

記
念
特
別
大
会
と
な
り
、
参
加
者
全
員

が
受
賞
対
象
の
予
定
で
す
。 

皆
さ
ま
の
健
康
維
持
の
た
め
に
も
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

定
年
退
職
し
た
後
に
、
主
人
の
勧
め

も
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
就
業
先
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
思
う
様
な
就
業
に
出
会
え

ず
に
い
た
時
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
有
る

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
は
「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
」
を

40
年

※
会
場
＝
所
沢
市
星
の
宮
、 

 
 
 
 

所
沢
ス
タ
ー
レ
ー
ン 

※
年
会
費
＝
１
０
０
０
円 

※
参
加
費
＝
１
５
０
０
円 

(

練
習
＋ 

 

 
３
ゲ
ー
ム
プ
レ
ー
＋
シ
ュ
ー
ズ
＋ 

 
表
彰
商
品
代
込
） 

※
活
動
日
＝
第
２
、
第
３
金
曜
日 

 
午
前
９
時
30
分
～
12
時 

※
場
所
＝
内
堀
教
室(

御
幸
町)

 

※
会
費
＝
材
料
費
３
５
０
０
円 

◎
両
サ
ー
ク
ル
と
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活 

 

動
状
況
に
つ
い
て
は
悠
和
会
事
務
局 

 

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

☎
０
４
・
２
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 就業開拓創出員の藤原信悟さん、山川裕二さんが交代しまし

た。永年にわたるご尽力ありがとうございました。石津美津子さ

ん、渕江洋さんは継続して担当します。新たに強矢廣(すねや ひろ

し)さんが加わります。もう１名の方は次号で紹介いたします。  

 

 

 コロナ自粛で運動不足の方も多

いと思いますが、お散歩によい季

節になりました。楽しく歩き、健

康寿命を延ばすには足の手入れが

大切です。 

年と共に発汗や皮脂が減り、足の皮膚も乾燥し、かゆ

みや傷つき、水虫などの菌に感染しやすくなります。足

に合わない靴をはいていると、圧迫されてタコやウオノ

メ、外反母趾などの変形が起こりやすくなります。 

これら足の生活習慣病を予防するには 

① 保清―清潔に洗う。但し、ゴシゴシこすり過ぎない。 

② 保湿―洗ったあとに保湿クリームを塗る。 

③ 保護―足の形に合った靴をはく。 

シューフィッターのいる靴屋で靴を選び、中敷きで調整

してもらう。①保清②保湿③保護の3保に加え、足首まわ

しや足指じゃんけんなど、足首や足指を鍛え、人混みを

避けて元気に歩きましょう。 

                      (保健師 西村園子) 

 

健康一口メモ №5４ 

   会員向け健康チェックも 

新入会員説明会に合わせて、保健

師による会員の健康チェック（血圧

測定）にも応じます。希望者は事務

局に電話などで予約してください。 

 シルバー人材センターでは、毎年１０月をシルバー人材

センター普及啓発促進月間とし、第３土曜日を「シルバー

の日」としています。 

 所沢市シルバー人材センターとしては、市民の皆さんに

「シルバー人材センター」をもっと知っていただきたいと

の思いで、「パネル展」を開催します。 

 お知り合いを誘い、ぜひ会場に足を運んでください。 

 所沢市役所１階ロビー 10月14日(木)～10月16日(土) 

 ※詳しくは別紙をご覧ください。    (事業連絡会議) 

 所沢シルバーの会員数   
（令和3年8月31日現在） 

 ・総会員数＝2,182名  

   (男性＝1,494名） 

     （女性＝ 688名) 

 ・6月～8月の入会者数＝47名 

             退会者数＝82名 

 ・賛助会員数＝ 

         企業(事業所)32法人 

新入会員説明会日程 

11月18日(木)   
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

12月16日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

 1月20日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

チョキ パー 

※問合せ先   2928-8695（事務局） 

 
☎ 

配分金に消費税が入っていることを

ご存じでしたか ! 

現在、会員の皆さんへお支払いして

いる配分金には、内税扱いで消費税が

含まれております。 

皆様は個人事業主という立場となり

課税売上高(配分金収入)により、消費

税の納税義務が発生します。 

※消費税を納めるかどうかの境界額は

課税売上高(配分金収入)1000万円超で

す。 

令和元年10月の消費税増税に伴い軽

減税率制度が導入され、現在２種類の

税率が存在しています。そのため政府

は消費税納税の透明性、正確な経理処

理を図ることを目的に令和5年10月1日

から適格請求書等保存方式(インボイス

制度)の導入を決定しました。 

これにより皆様が受け取る配分金に

含まれている消費税の取扱いについて

も変更が生じる可能性があります。 

制度導入に伴う配分金に係る消費税

の取扱いにつきましては現在関係各所

にて協議を行っており今後の状況に進

展がありましたら随時お知らせしてま

いります。 

秩父出身でシルバー歴８年。現在、新所沢地区の地区

長を務めています。インディアカが趣味で大会などに出

場され、シルバーのサークルを立ち上げる希望があり、

コロナの収束を待っているそうです。取材時は元営業マ

ンらしく、にこやかに対応して頂き、対人への気配りを

垣間見ました。抱負は「会員さんが希望する・求める就

業を創出したい」とのことでした。     (文・永野) (強矢 廣さん) 

 

就業開拓創出員２名の方が交代しました 


